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４－２－５ 精神健康状態に影響を及ぼす要因 

 

【要旨】 

 重症精神障害相当の状態にある被害者（Web）を類型別でみると、殺人・傷害等で多く、

また、加害者が家族・親族であったり、同じ学校・職場に通っている人、友人・知人であ

ったりするなど、密接な関係にある割合が高い。事件の捜査や加害者の処遇について、こ

の 1 年間にさまざまな出来事を経験している割合も高い。 

重症精神障害相当にある被害者（Web）は、身体・精神・経済状況ともに、事件に関連す

る問題によって状況が悪化したする回答が多く、現在でもなお不安定な状況に悩んでおり、

事件から回復していないという回答の割合も高い。また、事件後に経済状況が悪化したと

いう割合も高い。 

重症精神障害相当にある被害者（Web）は、生活保護や犯罪被害者等給付金の受給率が高

く、被害の影響度がうかがえる。実現・充実を望む支援としては、居住の確保、居住環境

の改善、雇用の確保等、生活上の支援を求める割合や、PTSD 等重度ストレス反応の治療専

門家の養成等の精神的支援を求める割合が高い。また、犯罪被害体験を共有し、想いを吐

露できる場の紹介への要望も高い。 

 

(１)事件との関係（Web 調査_問 7） 

重症精神障害相当（K6 の合計値が 13 点以上）の被害者（Web）を類型別でみると、殺人・

傷害等及び性犯罪で多くなっている（図表４－４７）。また、重症精神障害相当にある人と、

加害者と被害者の関係でみると、加害者が「家族・親族」、「同じ学校、職場に通っている

人」、「友人、知人」といった被害者と密接な関係であるほど数値が高い（図表４－４８）。

さらに、この 1 年間に経験した出来事との関係をみると、重症精神障害相当層では、多く

の出来事において体験しているという回答の割合が高くなっている（図表４－４９）。 

図表 ４－４７ 被害類型別、K6得点 

29.6%

12.7%

25.5%

19.3%

27.2%

24.2%

35.3%

34.1%

43.2%

63.1%

39.2%

46.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (81)

交通事故 (434)

性犯罪 (51)

その他 (88)

13点以上 7～12点 0～6点

 



第４章 Web（単年度）調査結果 

141 

 

図表 ４－４８ 加害者と被害者の関係別、K6得点 

14.5%

23.3%

8.3%

21.6%

40.0%

18.6%

29.2%

25.7%

46.7%

29.2%

32.4%

26.7%

32.6%

37.5%

59.8%

30.0%

62.5%

45.9%

33.3%

48.8%

33.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まったく無関係の人 (505)

同じ職場、学校等に通っている人 (30)

近所、地域の人 (48)

友人、知人 (37)

家族、親族 (15)

わからない (43)

その他 (24)

13点以上 7～12点 0～6点

 

図表 ４－４９ K6得点別、体験した出来事 

13点以上 7～12点 0～6点

事件に関連して捜査が行われた(228) 48 65 115

21.1%)(        28.5%)(        50.4%)(        

加害者が逮捕された(85) 25 27 33

29.4%)(        31.8%)(        38.8%)(        

加害者が不起訴となった(85) 23 31 31

27.1%)(        36.5%)(        36.5%)(        

加害者が罰金刑となった(71) 16 20 35

22.5%)(        28.2%)(        49.3%)(        

刑事裁判（審判）が行われた(55) 24 9 22

43.6%)(        16.4%)(        40.0%)(        

実刑判決が確定した(27) 14 5 8

51.9%)(        18.5%)(        29.6%)(        

執行猶予付判決が確定した (23) 8 3 12

34.8%)(        13.0%)(        52.2%)(        

少年院送致が確定した(3) 0 3 0

0.0%)(         100.0%)(      0.0%)(         

少年院送致以外の保護処分（審判不開始等含む）が確定した(11) 1 7 3

9.1%)(         63.6%)(        27.3%)(        

無罪（非行事実なし）が確定した(20) 4 3 13

20.0%)(        15.0%)(        65.0%)(        

加害者が刑務所・少年院から釈放された(16) 3 7 6

18.8%)(        43.8%)(        37.5%)(        

加害者から謝罪があった(187) 21 42 124

11.2%)(        22.5%)(        66.3%)(        

加害者から示談金・賠償金が支払われた(171) 27 46 98

15.8%)(        26.9%)(        57.3%)(         
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(２)身体・精神状況の変化との関係 

重症精神障害相当層では、身体的状況、精神的状況、経済的状況ともに「事件に関連す

る問題によって状況が悪化した」という回答が多くなっている。現在でもなお不安定な状

況に悩んでいる様子が見て取れる（図表４－５０～図表４－５２）。また、事件から回復

していないという回答割合も高くなっている（図表４－５３）。 

図表 ４－５０ 身体状況の変化状況別、K6得点 

28.9%

33.3%

15.4%

8.7%

29.5%

26.7%

23.4%

27.7%

41.6%

40.0%

61.2%

63.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事件に関連する問題によって身体的な状況が悪化した (149)

事件以外の出来ごとで身体的状況が悪化した (15)

身体的な状況が回復した (188)

身体的な状況は変わらない (264)

13点以上 7～12点 0～6点

 

図表 ４－５１  精神状況の変化状況別、K6得点 

38.7%

21.7%

10.8%

8.1%

29.6%

43.5%

27.4%

25.8%

31.7%

34.8%

61.8%

66.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事件に関連する問題によって精神的な状況が悪化した (142)

事件以外の出来ごとで精神的状況が悪化した (23)

精神的な状況が回復した (186)

精神的な状況は変わらない (260)

13点以上 7～12点 0～6点
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図表 ４－５２  経済状況の変化状況、K6得点 

37.3%

17.0%

16.7%

8.7%

30.6%

43.4%

23.1%

24.5%

32.1%

39.6%

60.3%

66.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事件に関連する問題によって経済的な状況が悪化した (134)

事件以外の出来ごとで経済的状況が悪化した (53)

経済的な状況が回復した (78)

経済的な状況は変わらない (355)

13点以上 7～12点 0～6点

 

図表 ４－５３ K6得点別、被害からの回復状況 

40.4%

11.4%

4.1%

19.3%

18.9%

9.5%

14.7%

24.6%

14.6%

18.3%

22.9%

26.8%

7.3%

22.3%

45.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13点以上 (109)

7～12点 (175)

0～6点 (370)

0～2割程度回復した 3～4割程度回復した 5～6割程度回復した

7～8割程度回復した 9～10割程度回復した
 

 

(３)経済状況との関係 

K6 の値と「事件前と事件後の年収の変化」の関係をみると、重症精神障害相当の状態に

ある層では、「事件後、年収が上がった」とする割合（11%）に比べて、「事件後、年収が

下がった」とする割合（26%）が 15%程高くなっている（図表４－５４）。また、K6 値と

「現在の生活をどのように感じているか」の関係では、重症精神障害相当にある層で生活

に困っている割合が高く（図表４－５５）、K6 値と「事件後の世帯年収」の関係をみると、

100 万円未満の層では、34%が重症精神障害相当にある層となっている（図表４－５６）。

重症精神障害相当にある層は、受けた給付をみても、「生活保護」や「犯罪被害者等給付金」

の割合が高く、被害の経済状況への影響がうかがえる（図表４－５７）。 
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図表 ４－５４ 事件後の年収の変化状況別、K6得点 

10.9%

25.6%

14.8%

38.2%

25.6%

25.8%

50.9%

48.9%

59.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事件後、年収が上がった (55)

事件後、年収が下がった (133)

変わらない (466)

13点以上 7～12点 0～6点

 

図表 ４－５５ 自分の生活の状況別、K6得点 

9.5%

7.8%

11.6%

15.3%

42.6%

4.8%

20.9%

27.8%

31.3%

27.7%

85.7%

71.3%

60.6%

53.4%

29.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

裕福な方だと思う (21)

まぁまぁ裕福な方だと思う (115)

どちらともいえない (241)

少し生活に困っている (176)

とても生活に困っている (101)

13点以上 7～12点 0～6点

 

図表 ４－５６ 現在の年収水準別、K6得点 

34.2%

19.4%

9.4%

10.3%

20.9%

27.9%

25.4%

25.5%

26.4%

34.9%

37.8%

55.2%

65.1%

63.2%

44.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100万円未満 (111)

300万円未満 (134)

600万円未満 (192)

600万円以上 (174)

わからない (43)

13点以上 7～12点 0～6点
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図表 ４－５７ 給付・支給状況と K6得点との関係 

38.2%

12.4%

15.1%

14.5%

36.4%

12.5%

15.4%

46.7%

22.3%

17.6%

26.8%

27.3%

32.7%

36.4%

37.5%

61.5%

33.3%

27.7%

44.1%

60.7%

57.6%

52.7%

27.3%

50.0%

23.1%

20.0%

50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犯罪被害者等給付金の支給 (34)

自動車保険（自賠責保険を含む）の支給 (354)

生命保険の支給 (139)

労災保険（労働者災害補償保険）の支給 (55)

障害年金の給付 (11)

遺族年金の給付 (8)

奨学金など民間団体からの給付 (13)

生活保護 (15)

その他 (202)

13点以上 7～12点 0～6点

 

 

 

(４)支援施策との関係 

実現・充実させていくことが望ましいと思う支援・施策と K6 得点の関係をみると、K6

の合計値が 13 点以上で、全体とは違った傾向をみせており、「居住の確保」、「居住環境の

改善」、「雇用の確保」等、生活上の支援を求める割合や、「PTSD 等重度ストレス反応の治

療専門家の養成」等の精神的支援を求める割合が高くなっており、犯罪被害が、精神的、

経済的に相関して及ぼす影響がうかがえる。一方で、「犯罪被害体験を共有し、想いを吐露

できる場の紹介」も高い割合となっており、精神的に不安定な人に対する自助グループ等

の情報を提供が求められている。 
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図表 ４－５８ 実現・充実させていくことが望ましい支援・施策と K6 得点との関係 

15.6%

13.3%

15.6%

14.2%

13.4%

13.6%

10.9%

21.8%

33.8%

31.3%

24.4%

19.2%

14.8%

14.2%

25.7%

20.0%

13.0%

12.5%

10.3%

18.6%

18.8%

22.9%

12.2%

30.4%

12.7%

10.2%

18.9%

29.1%

25.0%

27.5%

26.2%

35.9%

30.5%

27.7%

26.3%

23.1%

21.9%

28.2%

26.9%

21.3%

25.5%

27.3%

27.5%

26.1%

20.8%

22.4%

16.3%

30.6%

22.9%

27.5%

23.9%

23.3%

12.2%

32.4%

55.3%

61.7%

56.9%

59.6%

50.7%

56.0%

61.3%

51.9%

43.1%

46.9%

47.3%

53.8%

63.9%

60.4%

47.0%

52.5%

60.9%

66.7%

67.2%

65.1%

50.6%

54.2%

60.3%

45.7%

64.0%

77.6%

48.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

民事損害賠償請求への援助 (409)

刑事裁判・少年審判への参加の機会の拡充 (120)

捜査、公判等の過程における配慮 (167)

犯罪被害者等に対する加害者の情報提供の拡充 (282)

加害者の改善更生 (142)

犯罪被害者等に対する給付制度の充実 (243)

地方自治体における支援体制の充実・強化 (119)

社会保障・福祉制度の充実、利便性の促進 (156)

居住の確保 (65)

居住環境の改善 (32)

雇用の確保 (131)

雇用環境の改善 (104)

司法・行政機関職員の理解・配慮の増進 (61)

高度医療の充実 (106)

PTSD等重度ストレス反応の治療専門家の養成 (183)

犯罪被害者等のための医療体制の整備 (80)

青少年に対する犯罪被害者等に関する教育 (69)

犯罪被害を受けた児童や保護者への相談体制の充実 (96)

支援や制度に関する情報提供 (116)

関係機関・団体相互間の連携強化 (43)

国や地方自治体による民間団体に対する援助の拡充 (85)

民間団体による支援の全国標準の確保 (48)

日常家事や同居家族の世話の補助、

病院等への付き添い、各種申請手続きの補助(131)

犯罪被害体験を共有し、想いを吐露できる場の紹介 (46)

報道機関からのプライバシーの保護 (150)

国民の理解と配慮・協力を確保するための広報啓発 (49)

その他 (37)

13点以上 7～12点 0～6点

 


